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平成19年12月14日（金）の第1304回放送用語
委員会では，中国の地名・人名について議論をす
すめた。NHKでは，中国の地名・人名を漢字表記・
日本字音読みにしている。この原則を再確認する
とともに，現在生じている疑問点や今後の方向性
について，放送現場の意見，用語委員の意見を聞
いた。平成20（2008）年夏の北京オリンピックを
前に中国のニュースや話題を取り上げる機会が多
くなっている。また，日本から中国への観光も盛
んになり，以前に比べて，中国の地名・人名を原
音読みで覚えている人が多くなっている。こうし
た状況から，原則の再確認と今後について話し合
う場を持つ必要があると考えた。

委員会では，原則の確認に続いて，議論のきっ
かけとして『関口知宏の中国鉄道大紀行』のビデ
オを流し，制作担当者が報告をした。そのほか，
報道局での扱いと北京オリンピックの放送での扱
いを報告した。

中国の地名・人名の表記と読みについて
NHKでは，昭和28年10月から現在にいたるま

で，中国の地名・人名の表記と読みは次のような
原則で運用している。

中国の地名・人名は，原則として，漢字で表記
し，日本語読みとする。ただし，ハルビンなどカ
タカナ表記が定着しているものはカタカナ表記と
し，上海（シャンハイ），青島（チンタオ）など原
音読みが定着しているものは，原音読みとする。

また，漢字は，中国で使われている「簡体字」
ではなく，日本で通用している漢字を使うことに
している。たとえば，「しんよう」は，中国では
簡体字で「沈阳」と書くが，NHKの放送では「瀋
陽」と書く。また，常用漢字表にある漢字はその
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字体に合わせ，表外字は康煕字典体を用いる。た
とえば，「黒龍江省/黒竜江省」は，「竜」が常用
漢字表の字体であるため，「黒竜江省」とする。

これらの原則は，NHKだけでなく，共同通信
社，時事通信社などの通信社や毎日新聞，読売新
聞などでも同様に使われている（朝日新聞のみ漢
字表記で原音読みをカタカナルビで示す）。また，
少数民族が住む地域の地名や中国語以外の原語を
語源とする地名の場合，原音読みをし，カタカナ
表記とする（例:ハルビン，ウルムチ，チチハル
など）。

こうした原則は『新放送ガイドライン』に明記
されており，編成局・計画管理部が調整を行い，
放送に反映させている。補助説明が，土井成紀担
当部長（編成局・計画管理部）からあった。

「相互主義」についてと今後について
土井成紀担当部長 : 中国の地名・人名は「相互主
義」の考え方から「漢字表記・日本字音読み」を
原則としている。「相互主義」とは，同じ漢字を
使用する国が，それぞれの国の読みに合わせて
相手の国の地名・人名を表記したり読んだりする
ことである。つまり，日本で，中国の地名・人名
を日本の漢字で表記し，日本での読みをあてるの
と同様に，日本の地名や人名も中国では，中国の
漢字で表記し，中国読みをするのである。国家間
の交渉でもこうした運用になっている。昭和 47

（1972）年に日本と中国の国交が正常化した後も，
この慣用が続いている。

当面，国としても現状を変更する意向はないよ
うで，NHKも同様である。しかし，特にカタカ
ナ表記や原音読みの取り扱いについては，国際化
の中での考え方の変化などを考慮して，今後も検
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見にくいということになり，朝日・毎日以外の新
聞社・通信社も原音読み・カタカナ表記を取りや
めるようになった。中国についても同様の対応を
とった。NHKでも昭和28年9月1日から，もと
の漢字表記・日本字音読みに戻した。

中国の地名・人名については，その後現在まで
変更なく，漢字表記・日本字音読みで運用してい
る。なお，韓国・朝鮮の地名・人名は，原音読み・
カタカナ表記に変更された（『放送研究と調査』
平成14（2002）年5月号「韓国の人名・地名表記
に関するノート」参照）。
 
『関口知宏の中国鉄道大紀行』について

平成19年4月から11月の期間で，「春編」「秋編」
にわけてNHKで放送された番組の要約ビデオを
見て，議論のきっかけとした。この番組は中国の
鉄道路線の最長ルートを関口知宏氏が旅するとい
うもので，番組で降り立つ駅名の中には，日本に
知られていない地名も多かった。放送中，制作担
当のNHKエンタープライズ（NEP）と用語班で
相談をして，新しい地名・人名に対応した。

番組の制作担当であるNEP制作本部（情報・
文化番組）の松居径担当部長から，中国の地名・
人名で悩んだ点についての説明があった。
 
松居径担当部長 : NHK の放送で使う原則は，中
国の地名・人名は漢字表記で日本字音読みである
ことは理解していたが，まず，いくつかの読みの
ある漢字の場合，どの読みをとるのか悩む場面が
多かった。たとえば「貴定」という場所の読みは「き
じょう」か「きてい」かである。「定」の音読みは

「テイ」「ジョウ」両方あり，漢音が「テイ」，呉音
が「ジョウ」である。このどちらで読むのか迷った。

また，少数民族の住む地域にも多く訪れたが，
その地名が漢名語源であるのか，少数民族のこと
ばを語源としているのかで，表記が原音読みに
なったり，漢字表記の日本字音になったりするた
め，判断に困る場面が多くあった。

これらを用語班と中国のコーディネーターとも
話し合いながら決めていった。NHKの原則にあ
てはめたが，実際には，コーディネーターにとっ
ては違和感のあるものもあった。

討を重ねることとする。
 
中国の地名・人名の表記と読みの歴史（文研メモ）

明治35年11月，文部省（当時）が答申として
「中国・朝鮮の場合は従来の漢字表記・日本語音
読みの慣用をとる」というルールを決めた。一方，
NHKでは，昭和11年10月に「放送用語並発音改
善調査委員会（現・放送用語委員会）」の決定を
経て，中国の人名の読み方が定められた。
（1）漢字の読み方は原則として日本字音（漢音・

呉音及慣用音）に依ること。但，少数の例外を認
める。
（2）日本字音の中では，原則として普通に行わ

れている音を第一に取るが，外国人名に対する語
感の上から必ずしもそうでないことがある。

というルールである。翌12年7月には地名につ
いても同様に定められた。

戦後，中国の地名・人名を原音読み・カタカ
ナ表記にする動きがあり，NHKほか，朝日新聞，
毎日新聞，読売新聞，共同通信社の5社で委員会
を作り，中国の地名・人名を原音読み・カタカナ
表記にするための話し合いがなされた。昭和22
年9月に先にあげた5社が「カナ書き案」をまと
め，中国の地名・人名は，中国の標準音（北京音）
によってカタカナ書きする（国際的に慣用音が定
着したものは慣用音にする）ことを決めた。

NHKでは，昭和23年10月1日から中国の地名・
人名の原音読み・カタカナ表記を実施した。しか
し，聴取者からの反対もあり，当分の間，漢字表
記も補助するという形となった。

その後，文部省（当時）もマスコミの動きを受
け，昭和23年11月から国語審議会で審議を始め，
昭和24年8月1日に建議。これによって，教科書
での中国の地名・人名の扱いが原音読みに変更さ
れた。以後，現在まで，学校教育では原音読み・
カタカナ表記が続いている。

一方，マスコミでは，朝日新聞と毎日新聞が，
原音読み・カタカナ表記をとらず，漢字表記・日
本字音読みのままを通した。また，中国の地名・
人名とともに韓国・朝鮮の地名・人名も原音読
み・カタカナ表記としたが，朝鮮戦争の勃発によ
り，原音読み・カタカナ表記と漢字の並列表記が
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報道局での扱いの現状
中国を含むアジアの取材を中心に行っている報

道局・アジアセンターから川上明人副部長が出席
し，現状報告を行った。

川上明人副部長 : 慣用やなじみのある地名であれ
ば，問題はないが，新しい地名が出てきた際に困
る場面が出てくる。たとえば，上海と羽田間にシャ
トル便が開通したが，上海の「虹橋空港」をどう
読むのかが問題になった。原則で言えば「こう
きょう」となるが，「公共」と同音であることや
現地で定着していることも考慮して，例外的に「ニ
ジバシ」とした。航空会社では「ホンチャオ」と
原音読みをしている現状と，NHK の原則からは
はずれることもあり，この措置が永久的とは考え
ていない。今後の動きを見て，適宜判断していき
たいと考えている。

北京オリンピックについて
平成20年8月8日に開幕する北京オリンピック

について，報道局・スポーツ業務監理室の中野泉
CPから説明があった。

中野泉CP : 北京オリンピックの放送で特に問題
になるのは，世界的に活躍している中国人選手を
どのように表記するかである。たとえば，アメリ
カのプロバスケットボールリーグで活躍している

「姚明（ようめい）」選手は，バスケットボール界
では「ヤオ・ミン」と原音読みで知られている。
この人をどう呼び，表記するのかであるが，世界
的に活躍しているからという理由で原音読みにし
てしまうと混乱も起き，判断もつきにくいため，
今回の北京オリンピックの放送では漢字表記・日
本字音読みで通すことにしている。

また，同じ中国人であっても，外国に帰化した
選手は，漢字表記・日本字音読みではなく，原音
読み・カタカナ表記としている。

オリンピック放送の場合，民放も含めた「ジャ
パンコンソーシアム」を作るため，NHKと民放
とのコンセンサスを得ることが重要になる。今
後，NHKが原音読み・カタカナ表記をとること
になると，マスコミ全体の問題にもなり，また，

国に考え方の変更を求めるような大きな問題にな
るだろうと思う。

以上の説明のあと，外部の放送用語委員からの
意見および部内の出席者，用語委員からの意見が
かわされた。現在のNHKでの原則についてどう
考えるかについて，意見が集中した。

水谷修委員 : グローバル化の中では 1 つのものさ
しではかることはできない。答えは 1 つに求める
のではなく，2 つ，3 つ用意して方針をたててい
くべきだろう。外国のものを日本に取り入れると
きには，日本人がその国のものをつかむための知
識をどれだけ持っているかが大切である。たとえ
ば，「北京」「上海」は「ペキン」「シャンハイ」
と読むことが，多くの日本人に認識されている。
では「西安」はどうだろうか。「せいあん」と認
識されているか，「シーアン」と認識されているか。
揺れている状況だと思う。今後，「シーアン」に
動いていくのか状況をとらえなくてはいけない。
日本の放送で使うのだから，日本人にわからなく
てはしょうがない。まずは，日本人の認識がどう
動いていくかを定期的にチェックするようにすべ
きではないかと考える。先取りをせずに，状況を
見ながら決めていくべきだ。
井上由美子委員 : 原音読みと漢字の字音読みで混
乱しているのは確かだ。また，慣用で，原音読み
でも日本字音読みでもなく定着しているものもあ
る。地名と人名を分けて考えることはできないだ
ろうか。地名は，ある程度，数が決まっており，
今の原則のままでかまわないが，人名は，今後，
どんどん新しい人が出てくることが考えられる。
人名のみ原音読み・カタカナ表記にしていくこと
も考慮に入れるようにしてはどうだろう。
天野祐吉委員 : 今後，コミュニケーションの主体
は「文字」ではなく「音」になっていくと思う。
そういう点では，中国に対してだけ，日本字音読
みにするというのは，中国人と日本人の若い人の
コミュニケーションを阻害することになるのでは
ないかと心配になる。同じ漢字を使っていること
と，これまでの歴史があり，大変なのはわかるが，
今後のことを考えると，一歩踏み出してもいいの
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ではないかと思う。
清水義範委員 : 漢字の日本字音読みか原音読みか
については，根本的に考えれば，もともと相手が
漢字で書いているから，こちらも漢字で書いて，
その読みを日本流の読みにすればいいじゃない
か，という単純な考え方があったのではないか。
中国以外の外国については，音をカタカナで書い
ているのに，なぜ中国だけ特別にしたのだろうか。
大変，大きな問題であり，難しく，自分でも思考
途中だが，日本人の都合を第 1 に優先するのはど
うしてなのか疑問に思う。
荻野綱男委員 : 中国で，自分の名前を中国語読み
で呼ばれても自分だという気がしない。中国の人
も同様に感じるだろう。実際に，映画俳優などで

「チャン・ツィイー」のように原音読みで知られ
ている人もいる。こうした状況から今後，原音読
みにするということも必要になってくると思う。
しかし，先の長い話だと考える。日本の大学で，
日本語を勉強している中国人であれば，日本での
漢字の意味や読みが理解でき，自分の名前の読み
方をどうして欲しいか希望を出すことができる。
こういう人には本人申告制も考えられる。一方で，
日本語を理解している人ばかりではない。その場
合は原則に当てはめるしかないだろう。
井上史雄委員 : 現在の原則である「漢字表記・日
本字音読み」で問題はないと考える。言語学の
中の文字論・固有名詞論をふまえて考えるべき
である。中国の地名・人名をどう表記し，どう
読むかは，複雑である。自分の名前は，自分の
国の呼び方で読んで欲しいというのもわかるが，
漢字を使っている国同士では，そのとおりには
いかない。日本と中国，日本と韓国の間には相
互主義というのがあるが，中国と韓国の間では
あまりいわれたことがない。

世界の言語はいろいろな文字で記されるが，行
政上は文字表記がよりどころになる。中国語にも
方言があり，同じ中国語でもまったく違う発音に
なる場合がある。しかし，表記は統一されている。
どう読まれているかよりも，表記が重要なのであ
る。ただしオリンピックなどの国際大会での人名
表記と読み方については，本人がどのように発音
してもらいたいか，表記してもらいたいかを確認

するということもありうるだろう。特に国際的に
活躍している選手については，これが原則なのか
もしれない。

今回の用語委員会には，解説委員室から，加藤
青延解説委員が出席した。なぜ，中国の地名・人
名は，漢字表記・日本字音読みをしているのか，
など，補足説明があった。
加藤青延解説委員 : 中国の地名・人名の原則は，
漢字表記で漢音読みと考えている。

日本人でも，自分の名前の漢字は大切な意味を
持っているはずで，間違えられるといい気持ちは
しないだろう。中国人の場合はなおさら文字を大
切にしており，漢字に意味をこめている。そのた
め，漢字表記が重要なのである。漢字には1つ1
つ意味がある。中国語でも，漢字は違うが読みは
同じものがある。「力」と「麗」はいずれもカタカ
ナで書くと「リー」になるが，これを原音どおり
だからとカタカナで書いてしまうと，その人が力
強い男性なのか，またはうるわしい女性なのかが
わからない。

また，中国語には方言があり，原音とひとこと
で言ってもいくつもの読みがある。そのほか，四
声もあり，日本語の50音の範囲に含めることが
できない。こうしたことから，原音読み・カタカ
ナ表記にしても，中国人にも，日本人にも違和感
が生じてしまうのである。

なお，中国出身の映画俳優などで，原音読みが
定着している人については，カタカナ表記・原音
読みにしている。これは特例扱いである。

事務局 : 現在，実施している原則はこのままの形
で運用する。今後は，国際化の中での考え方の変
化などを考慮して，状況を見ながら検討を重ねる
こととする。  

山下 洋子（やました ようこ）
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